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本
会
は
12
月
３
日
に
行
わ
れ
る
「
中

小
企
業
組
合
検
定
試
験
」
の
受
験
対
策

の
た
め
の
講
習
会
を
千
葉
市
内
で
９
月

６
日
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
れ
は
、
11
月
15
日
ま
で
述
べ
６
日

間
に
わ
た
っ
て
、
試
験
科
目
で
あ
る

「
組
合
会
計
」「
組
合
制
度
」「
組
合
運
営
」

の
３
科
目
を
過
去
問
の
傾
向
に
基
づ
い

て
演
習
問
題
を
中
心
に
講
義
す
る
も
の

で
、
組
合
の
役
職
員
13
名
が
受
講
し
た
。

本
会
は
９
月
７
日
、
商
工
中
金
千
葉

支
店
会
議
室
に
お
い
て
金
融
懇
談
会
を

開
催
し
た
。

は
じ
め
に
、
商
工
中
金
よ
り
「
最
近

の
金
融
情
勢
」
の
報
告
、
次
に
本
会
か

ら
「
県
内
の
組
合
設
立
状
況
」
及
び

「
県
内
の
労
働
事
情
」
に
つ
い
て
の
状

況
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

当
日
は
本
会
か
ら
鈴
木
事
務
局
長
以

下
17
名
の
指
導
員
が
商
工
中
金
か
ら
は

中
谷
千
葉
支
店
長
、
横
山
松
戸
支
店
長

以
下
13
名
が
出
席
し
た
。

本
会
は
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
青
年

中
央
会
（
佐
久
間
厚
尚
代
表
幹
事
）
と

共
催
で
、
栃
木
県
と
茨
城
県
の
青
年
中

央
会
と
の
交
流
会
を
９
月
16
日
、
柏
市

で
開
催
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
３
県
持
ち

回
り
で
開
催
す
る
も
の
で
、
今
年
は
千

葉
が
開
催
県
。

交
流
会
は
漓
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
柏
市
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
藤
田
と
し
子

事
務
局
長
が
「
柏
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

戦
略
」
と
題
し
て
講
演
滷
続
い
て
千
葉

有
数
の
商
業
地
Ｊ
Ｒ
柏
駅
周
辺
を
視

察
。
東
口
で
は
今
秋
に
も
29
階
建
て
の

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
着
工
し
、
商
店
街

隣
接
地
で
は
再
開
発
事
業
が
進
行
中
。

西
口
で
も
駅
前
の
大
型
商
業
施
設
が
着

工
す
る
な
ど
と
、
市
街
地
の
刷
新
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
東
の
原
宿

と
い
わ
れ
る
柏
の
裏
通
り
を
中
心
に
散

策
し
た
澆
そ
の
後
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て

「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」
潺
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
翌
日
、
朝
食
後
解
散
し
た
。

関
東
経
済
産
業
局
は
９
月
19
日
、
平

成
18
年
度
官
公
需
確
保
対
策
地
方
推
進

協
議
会
を
千
葉
市
内
で
開
催
し
た
。

漓
は
じ
め
に
関
東
経
済
産
業
局
か
ら

「
平
成
18
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る

国
等
の
契
約
方
針
」（
本
誌
９
月
号
参

照
）
滷
千
葉
県
か
ら
「
千
葉
県
の
中
小

企
業
者
の
た
め
の
官
公
需
確
保
対
策

等
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
澆
続
い
て

本
会
が
「
千
葉
県
中
央
会
の
官
公
需
関

連
事
業
等
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

当
日
は
、
県
内
市
町
村
の
官
公
需
担

当
者
や
官
公
需
適
格
組
合
の
役
職
員
等

約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
は
、
こ
の

ほ
ど
「
平
成
19
年
度
中
小
企
業
関
係
概

算
要
求
・
財
政
投
融
資
要
求
の
概
要
」

を
公
表
し
た
。

来
年
度
の
中
小
企
業
対
策
概
算
要
求

額
は
、
経
済
産
業
省
所
管
分
で
１
４
９

３
億
円
（
対
前
年
比
２
８
９
億
円
増
）、

こ
れ
に
財
務
省
・
厚
生
労
働
省
所
管
分

５
１
８
億
円
（
同
１
０
６
億
円
増
）
を

加
え
て
、
合
計
２
０
１
１
億
円
（
同
３

９
５
億
円
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
立
的
な
産
業
活
性

化
を
目
指
す
地
域
、
や
る
気
と
潜
在
力

あ
る
中
小
企
業
、
起
業
・
再
起
業
等
を

目
指
す
個
人
を
応
援
し
、景
気
回
復
、雇

用
拡
大
の
す
そ
野
を
拡
げ
、
景
気
回
復

を
確
か
な
も
の
に
す
る
と
し
て
い
る
。

独
立
行
政
法
人
・
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
は
、
千
葉
市
の
千
葉
大
学
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
大
学
連
携
型
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
起
業
家
育
成
）

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
施
設
は
、
千
葉
県
と
千
葉
市
が
共

同
し
て
同
機
構
に
申
請
、
千
葉
大
学
が

協
力
す
る
も
の
で
、
今
年
度
の
政
府
予

算
に
整
備
費
が
認
め
ら
れ
実
現
す
る
運

び
と
な
っ
た
。

同
施
設
は
地
上
４
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
は
約
２
８
０
０
平
方
誡
、
34
室
で
、

年
内
に
も
着
工
さ
れ
、
来
年
春
に
は
入

居
者
を
募
集
し
、
夏
か
ら
の
稼
動
を
目

指
し
て
い
る
。

空
洞
化
す
る
地
方
都
市
の
再
生
に
向

け
た
改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
が
８

月
22
日
施
行
さ
れ
た
。
政
府
は
内
閣
総

理
大
臣
を
ト
ッ
プ
と
す
る
推
進
本
部
を

設
置
。
来
月
に
も
市
町
村
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
認
定
第
１
号
を
決
め
る
模
様
。

ま
ち
づ
く
り
３
法
は
先
の
通
常
国
会

で
改
正
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法
と

都
市
計
画
法
に
平
成
12
年
に
施
行
し
た

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
を
加
え
た
３

法
の
総
称
。
ま
ち
づ
く
り
３
法
に
つ
い

て
は
本
誌
４
月
号
、
９
月
号
参
照
。

千
葉
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
、
平
成
18
年

10
月
１
日
か
ら
、
時
間
額
６
８
７
円

に
改
正
さ
れ
た
。（
従
来
は
６
８
２
円
）

詳
細
℡
０
４
３
・
２
２
１
・
２
３
２
８

訃
　
報

本
田
　
始
氏
（
ほ
ん
だ
・
は
じ
め=

本
会
理
事
、
千
葉
県
貿
易
（
協
）
理
事

長
）
９
月
７
日
午
後
11
時
20
分
、
都
内

の
病
院
で
死
去
。
77
歳
。
告
別
式
は
11

日
に
、
船
橋
海
神
の
ラ
イ
フ
ケ
ア
船
橋

会
堂
で
し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
。

組
合
運
営
実
務
講
習
会

栃
木
・
茨
城
・
千
葉

青
年
中
央
会
３
県
交
流
会

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

千
葉
大
学
内
に
設
置

改
正
中
心
市
街
地

活
性
化
法
施
行

金
融
懇
談
会

官
公
需
確
保
対
策

地
方
推
進
協
議
会

平
成
19
年
度

中
小
企
業
関
係
概
算
要
求
公
表

組合運営実務講習会

金融懇談会で挨拶する鈴木事務局長




